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「思い描く」を表わすフランス語の ce■船
曽我祐典
0.はじめに
フランス語の動詞 £騨曖r,ma」ner,repttsenttrは,「思い描く」または
それに近い事行を表すために,ol)‐03)のbのように,直接目的語ではない
代名詞 me,te,se,e掟。(以下,咄>)を添えて用いうるという共通点をもつて
いる.
01)a.
b。
o2)a.
b.
On 4μ
“
Surcette carte lmjardin public par url carre vert。
On"4響短dimcilementla meme soene a TokyO.
J」腸a由羞sune宙ne universit江re.
Je rη繊
"a聟
堕aFun bureau entぬrement inforlnati〔過.
o3)a. IIS anι″ν島"πune pれごIones∞.
b. IIs“sanι響7洗"だbs出艶rentes 6tapes de l'operation.
aとbの事行は,o2)ではたがいに似ているが ol),03)では大きく異な
つていると感じられるだろう.しかし,発話者が動詞に添えているのは同じ
咄 >なのだから,o2)でも ol),o3)でも a,bの事行間の足巨離は一定のは
ずである.言語実態の観響りとインフォーマントの面接調査②にもとづいてそ
れを確かめるのが本稿の目的である.
以下では,igurer,腱pttsenねr,lrnaginer,の順に く徹3+動詞>を含む統語形
式を概観し(1),発話者がどのようなときに 、針動詞>を含む発話を構成
するかを検討する (2)ことにしよう0.
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1。 te■璽庸卜 を含滝的情ヨ移式
1.1 、計五四腱p,、計repttsentepを含む統語形式
角e+A劉田pを含む統語形式は,「概念レベルにおける事態の構造」(以下,
概念構造)と「用いる統語形式」のあいたの対応関係という観点から,次の2
つのタイプに分けることができる。
1.鋤+se+agurettN>“)
o4)IIs ne“  ιpas as∞z le gaspinage de temps.
o5)Ene a tach6 de"…son Oncle。
olb)もこの統語形式の発話である。この統語形式は,「νが 1表わす |～
を」という概念構造の事態に言及するときに用いる 0■A劉曖計N>⑥に対応
すると考えられる.
c06) Ls mariOlttЮttes」箸囲開ιdes persomah““lёbres.CusSe)
2.くNh+se+6gure劇嘔ボ lque INDノ翻 言司IND>
0つ Il“4響露pouVOir y paⅣen士.
00 CIJre“f_」iιqu'eue anait ttusstt au∞n∞ur .
409) Tu ne peux pas"五鼻晨ソ∞mbねnc'6t江五squ6。
この統語形式も <N+i騨腱計N>に対応する.疑間文・命令文の場合などに
<Nh+∞ngurettque SUB>も観察されるが,この点については本稿では論じ
ない.
角e+腱
"∞
nねr>を含む統語形式も,概念構造と統語形式のあいだの対応
関係という観点から,次の2つのタイプに分けることができる.
1。 くNh+se+repttsentettN>
(10  LS enfants"鵬″
“"た
ηιleur oncle sous des tr」協h6miiques.
(11) H“Л甲産綬"ra」ilula宙e dttudiant qu'il avttt men“うParis.
(12) Ls 6tudiants"   "″ιde maniёtt asez pttci∞∝que
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peut ett le travail emcace。
o3b)もこの統語形式の発話である.この統語形式は,「～が |(しかるベ
き形で)表わす |～を」という概念構造の事態に言及するときに用いる CNIre‐
p“senね計N>に対応する.
(13) Ce tableau rep“s nte la mortざun g and roi。(西本う
(14) Cldre     ra」ilMau conlpёs l  ville de Paris.
(15) Cette“pense観
“
開開″」iiFpour elle la moi伍6 du ttvenu
mensuele
2.くNhlse+repttson縫計que INDノ疑間言司IND>
(16) Ene“    "力que son nlari 6t五t assおとめ
“
delle.
(1つ  Je n'arrive pas a mθ」q甲""妙∞mmentils p3uvent宙vre
dans ces conditions.
この統語形式も くNttrepttsen"計N>に対応する.疑問文・命令文の場合
などに くNhlsettre"sentettque SUレも観察されるが,この点については
本稿では論じない.
1. 2 くBttma[ⅣЮp・ を含走的情謝移式
角針imagtter>を含む統語形式は,概念構造と統語形式のあいだの対応関係
という観点から,次の5つのタイプに分けることができる.
1.CNhlse+面attelttN>
(lo  Nos 6樋diantt s勧口4♂口a」開ιlm campus meⅣelleux.
o2b)もこの統語形式の発話である.この統語形式は,「～が 1思い描く |
～を」という概念構造の事態に言及するときに用いる <Nh+imaJnettN>⑥
に対応する.
(19) Jttagだ
"θ
ttёs bien la suiねde l'histoi祀。
2。 CNh+∝■血attelttde INF>
σo  Aptts avo士fait tOuねs sortes“betises,ils“αttι』盟ag盟びde
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∞nstruire un barrage.
これは,「～が 1思いつく|～を」という概念構造の事態に言及するときに
用いる くNttimagttettNノd  I 卜に対応する.
(21) Ja」itta騨びune solu歓)n au problёme.
(22)  1ls θ
"ι
丘
"a聟"び
de∞nstru士e un balTage.
ただし,インフォーマントによれば「思いつく」という事行の場合は くNh+
se+血鶴田ettN>の発話は容認されない oFau"de mieux,rinrniour sttι
hattθlm moteur a gaz。).
3。 CNh+se+im鶴疇ettINF/que INDノ疑問言司IND>
(23)II s勧4♂
“
θetre capable de b hire tout∞uνavo  d6ja缶正sa
thёse.
(24) 」e mlmattθqゴ」est heureuxうson nou、祀au pos樋。
(25) Jb“θ Sυβ
“
2a脚び∽mmentOn pouv」t lutねr∞ntre les inonda‐
tions。
これは,「～が 1思い描く|(～が)～することを」という概念構造の事態
に言及するときに用いる CNh+im鶴阻ettINF/que INDノ疑間詞 IND>に対
応する0。
(26)oll加鋼力θetre une star du cin6ma aln6ricam.
2つ  Ja」i加4″2びqu'elle ac∝pter」t la proposition.
0助  Il a力, 騨び∞mmenton宙vdt en Russie.
インフォーマントの1人は,ある種の副詞を含む <N卜se+血鋸薄ettAdvI
que INDノ疑問詞 IND>の発話も容認した 〔Je“缶餞脚 θ mal∞mment i a
pu tenir deねls propos.).
4。 <Nh+se+ima[興lettAdvIN+INト
(29)&“勧4♂"θmal ma grand‐mさre fatt de la moto。(Btte)
これは,「～が 1思い描く|～く|～が～するのを」という概念構造の事態
に言及しようとするときに用いる CNhttim鶴阻ettAdv+N+INF>に対応する。
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(3o  J」肋疑泣lθmal ma grand‐mёre伽鹿 dela moゎ。(BuSSe)
Advとしては bien,正饉clementなども用いる.インフォー マントの1人
は,Advを含まない 0■+鍵+im鶴』ettN+IN]卜の発話も容認した c」e
″伽ヮattθma grand‐mёre島山e dela moゎ。).
5.CNh+se+imattelttNノdeINEキb
(31)Je m勧響麟θ a grand‐mёre essayant de hre“la moto.
GuSSe)
(32) A∞momentOla,Paul st"ιha`“θuib de demanderleur a宙s.
これは,「～が 1思い描く|～を |～だと」という概念構造の事態に言及す
るときに用いる くNh■maginettNノ
“
I F十ん調 に対応する。
63)J力η
""ma grand‐
mёre essayant de hre“la moto.(西杓
(34)L capOral a tta騨びbOn de nous faire mtther 40 km.GuSSe)
2。 、針妍 喘
2. 1 くd嘔即 p,9repttsenttp(物競能
igurer,repttsenttrの場合も im曜即erの場合も <∞+動詞>が表わす事
行が含む要素が一定であることを示すために,まず i劉田r,repr6senterと
角e+igurep,咄十repttsentepのあいだの差異がどのようなものであるかを
明確にしておこう.
iguttr,repttsenttrとNhを表わす主語を含む統語形式は,直接目的語が
名詞句の <Nll+6gurettN>,CNh+ropttsonね計 >に限られる.その発話例
を,やはり直接目的語が名詞句の CNhlse+i劉腱計N>,ぐ颯1+∞+聡pr6∞n‐
tettN>の発話例と比較してみよう。
65)a. CeS acteurs互豪 祀 ″ιChaclln un persomar hiStOrique.
b. Os actturs"島口"ιChacwl un personnar hおわrique.
(36)a. Ce garcOn 4″
““"1'aven士
de la famille.
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bo    Ck)garOon sθJηρrasanttravenir de la famile.
(35a)では,発話者は表わす (形ngu膊を与える)という事行を表現する
ために 6騨腱rを用いている。これに対して,(35b)では,「思い描く」とい
う事行を表わすために くも3+6guЮr>を用いている.つまり,事行主体 "∞s
acteurs"は事行対象 “un personnar l■Stonque"を(35a)では自分の外部
において表わしている (形を与えている)のに対して,65b)では自分の外部
ではなく頭の中で表わしている (形を与えている).
66のでは,発話者は表わす (現存状態
"∞
ntにする)という事行を表現
するために repttsenterを用いている.これに対して,(36b)では,「思い描
く」という事行を表わすために こqЭ+rep“∞nler>を用いている.すなわち,
事行主体 "ce ga即on"は事行対象 “ravOn静de la famille"を(36a)では社会
的場面など自分の外部において表わしている (現存状態にしている)のに対し
て,(36b)では自分の外部ではなく頭の中で表わしている (現存状態にしてい
る)。 (35b),(36b)の場合,6脚曖r,隧p“sen"rの語義と「頭の中で」という
要素から,原則として,「発話者は事行対象の人・事物が発話の場に実際には
存在しないと捉えている」という表現効果が生まれる。
o)109)のように動詞のあとに <INFノquc IND凝問詞 IND>をつづ|する
統語形式は 角e+6guЮpの場合に限られるし,(16),(1つのように動詞のあ
とに くque INDノ疑問詞 IND>をつづける統語形式は 、o+repr6sentepの
場合に限られる.次は,<queIND>を含む現在形の発話例である.
o8)a.士Clai祀4″
“
qubuo va“u∬静au∞n∞urs.
bo Claire"亀7θqubue va“us」r au∞ncours.
(16)a.士Elle reprづban"que son mariest a∬isふ∞
“
d'elle.
b.Eue“    "que son mariest a∬isう
““
d'ene.
なんらかの事態についての「思い描く」という事行は く続+動詞>によって
表わすわけである.K08Ъ)でも (16b)でも,事行主体は事態を自分の外部で
はなく頭の中で表わしている (形を与えている,現存状態にしている)と言つ
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てよい.これらの場合,丘劉腱r,rep“senterの語義と「頭の中で」という要素
のために,原則として,「発話者は,発話時点で事態の蓋然性が高いと捉えて
いない」という表現効果が生まれる。
以上から,「頭の中で」を表示しようとするときに <se>を添えると言えそ
うである。フランス語では,事行主体がそれまで存在または現存していなかっ
た人・事物を表わす(形を与える,現存状態にする)という事行をしばしば agu_
rerまたは rep“senterで表現するわけだが,この事行に「頭の中で」という
要素が加わると「頭の中で表わす (形を与える,現存させる)」 という事行に
なり,それを<se+…r>,<Se+rep“sentepで表現するのである.これは,
次のような図式で示せるだろう.横軸は,「事行主体が対象を自分の内部・中
心部においてとらえようとする動き」の進行を示す (動きは左から右。中央の
縦線は「外」と「内」の境界).>>>>>>は,その動きのどの段階で発話者が
事態を言語化するかを示している.
図式1       「表わす」
|……………………¨¨¨>>>>>>……|__………………………………………… |
Nh島印υ篤
“
由盟た。¨
「表わす」+「頭の中で」
|‐……………………………………………‐卜…>>>>>>――………………………|
蝸
“
々麟歯θ」叩蘭
“"・
¨
fNhが事行対象を頭の中で表わす。原則として,「発話者は,対象
の人・事物が発話の場に存在すると捉えていない,発話時点で事態
の蓋然性が高いと捉えていない」という表現効果が生まれる)
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2. 2  くoe+iELapeゴ> 囃
mer,rep“Senterとちがつて haginer力S表わす事行「思い描く (頭の
中でイメージ imageを作る)」ははじめから「頭の中で」という要素を含ん
でいるから,これを表示するために発話者が くse>を添えると考えることはで
きない.それでは,<se+imaginepはimaguerとどのように異なるのだろ
うか.
差異が捉えやすいのは,事行対象が事態のときの <Nhlha」nettque 3D>
と <Nh+se十h電阻ettque IND>のあいだであろう.事態の場合,事行主体
による捉え方と発話時点での発話者による捉え方にずれがあれば目立つからで
ある。次の bは,上の (2oの動詞時称を複合過去形に変えたものである.
(24)a. Jが力
"を
電力θ qu'ユ6tait heureux a son nouveau poste.
b. Je Jηθ sIIS〃η響 びqu'i16tait heureux a son nouveau poste.
この場合,インフォー マントによれば,aでは <■_6伽Ю―helre蝋＼son nou‐
veau poste>という事態を過去の一時点で思い描いたこととして提示する.「過
去の一時点で」という要因から,ときに「発話時点で発話者は事態の蓋然性が
高いと捉えていない」という表現効果が生まれることがある.これに対して,
<se+血鶴uer>を含む bでは事態を過去の一時点で自分の主観において思
い描いたこととして提示する.過去の一時点において自分独自の内面世界にお
いてイメージしたこととして提示すると言つてもよい.この場合,「過去の一
時点で」と「自分の主観において」という要素から,常に「発話時点で発話者
は事態の蓋然性が高いと捉えていない」という表現効果が生まれる.このよう
に現在形以外の場合は考慮すべき要素が多くなり発話者がどのような意図で
<se>を添えるのか見きわめにくくなるので,以下では話を現在形の場合に限
ることにしよう.
lNh≠je,現在形]の発話である次の (24"),(3つの場合,インフォー マント
によれば,発話者は aでは事態を “Ch麗"力S思い描くこととして提示する.
帥 ≠jelだから,ときに「発話者は事態の蓋然性が高いと捉えていない」とい
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う表現効果が生まれることがある.これに対して,se+im昭口epのbでは
“Claire"が自分の主観において (自分独自の内面世界において)思い描くこと
として事態を提示する.阻≠jelだから,「自分の主観において」という要素
から,常に「発話者は事態の蓋然J性が高いと捉えていない」という表現効果が
生まれる.
(2イ')a. Claire〃ηどじ
“
θqu'ユest heureux a son nouveau poste.
bo  Claire s勧4″2θqu'ユest heureux a son nouveau poste。
(3つa.  Claire tta聟
"θ
queje suおau oourant。
b. Claire simattθqueje s■s au∞rant.
それでは,M=je,現在形]の発話である次の (3oを見てみよう。
(3oa. J」♭鍔動θ qu'ene est∞mpntement“bor“e.
b. Je″imattθqub■e est∞mpntement“bor“e.
この場合,インフォー マントの多くは,a,b間に顕著な差異は認められない
と回答する。発話者は aでは事態を自分が思い描くこととして提示し,bで
は事態を自分の主観において (自分独自の内面世界において)思い描くことと
して提示するが,事行主体が発話者自身であるために,両者のあいだの差異が
目立たないのである。
「自分の主観において」という差異は,事行対象が事態以外のときにも認め
られる。たとえば,事行対象が人・事物のときの 障 ≠je,現在形]の発話例
を見てみよう。
(3oa.  CeS□腱S“ag"〔盟ιun avenr radbllx。
b.    Ces E」s sl%!´ζュ″enιun avemr rattux.
この場合,インフォー マントによれば,発話者は aでは事行対象を “ces
趾 s"が思い描くこととして提示する.障≠jdだから,ときに「発話者は,
事物が存在すると捉えていない」という表現効果が生まれることがある.これ
に対して,bでは事物を “oes tts"力自｀分の主観において (自分独自の内面
世界において)思い描くこととして提示する.阻≠je]だから,「自分の主観
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において」という要素から,常に「発話者は事物が存在すると捉えていない」
という表現効果が生まれる.
以上から,「自分の主観において」を表示しようとするときに <se>を添え
ると言えそうである.フランス語では,思い描く (頭の中でイメージを作る)
という事行をしばしば hattnerで表すわけだが,この事行に「自分の主観に
おいて」という要素が加わると「自分の主観において思い描く」という事行に
なり,それを <se+h鴫田epで表わすということになる.<se+h鶴疇epの
機育日ま,次の図式2で示せるだろう.横軸は,「ξ斯予主体が対象を自分の内部 0
中心部においてとらえようとする動き」の進行を示す (動きは左から右.中央
の縦線は「外」と「内」の境界).>>>>>>は,その動きのどの段階で発話者
が事態を言語化するかを示す。
図式2      「思い描く」
|―――――………………>>>>>>¨‐卜………………………………………………|
Nh力%!』嗜匹″θ.¨
「思い描く」+「自分の主観において」
|……………………………………………… |―‐>>>>>>__…¨……………‐|
Nh sttη
…
θ.¨
(Nhが対象を自分の主観において思い描く.帥≠河 の場合,「自
分の主観において」という要因により,常に「発話者は,対象の人・
事物が発話の場に存在すると捉えていない,発話時点で事態の蓋然
性が高いと捉えていない」という表現効果が生まれる)
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3. おわりに
上で見てきたように,発話者は,「表わす (形を与える,現存状態にする)」
という事行を ■gurer,rep“senterで表現し,「頭の中で表わす」とい?事行
を <se+mep,<Settrep“s n epで表現する.また,「思い描く (頭の中
でイメージを作る)」という事行を h鴫江erで表わし,「自分の主観におい
て思い描く」という事行を Cse+haginepで表わす。冒頭の 01)‐(03)のb
の事行が,(01),(0めの場合に aの事行と大きく異なって見えるのは加わつて
いる要素が「頭の中で」であるためであり,(0動の場合に aの事行に近く感
じられるのは加わつている要素が「自分の主観において」であるためである.
しかし,これらの要素は,それぞれ「自分の内部で」「自分独自の内面世界
において」であると言え,両者とも「事行主体が対象を自分の内部・中心部に
おいてとらえようとする動き」といつた,よリー 般的な言い方をすれば「事行
に対する事行主体めなんらかの意味での強い関与,自己投入」といつた基本要
素から派生したものと考えることができる。01)(Dについて a,bの事行間
の距離が一定というのは,<se+Erep,角e+rep“sentepの場合にも
<se十h鴫田epの場合にもこのような基本要素がひとしく想定できるという
ことにほかならない.
「事行に対する事行主体のなんらかの意味での強い関与,自己投入」という
基本要素のために発話者が くse>を添えるのは,<seF動詞>力｀「思い描く」
を表わす場合に限るわけではなく,さまざまな種類の動詞の場合に認められる
ようだ.認知動詞の中では,丘騨曖r,repttsenterに近い振る舞いを示すものと
して apercevOむが°,はじめから「頭の中で」という要素を含み ima脚腱rと
同じような振る舞いを示すものとして douterが考えられる.しかし,<so「
aperoev硼ル の機育日まい r,rep“Senterと同じく「頭の中で」という要素
で説明できるとしても,Cse+douter>の機能は imattmrとちがつて「自分
の主観において」という要素では説明できそうにない。<se‐「douteかの場合に
「思い描く」を表わすフランス語の<se+動詞>
「事行に対する事行主体のなんらかの意味での強い関与,自己投入」という要
素がどのように作用するかをよく考える必要がある。この問題は,曽我 (1999
予定)で論じることにしたい.
注
1.西村牧夫氏 (西南学院大学)に提供していただいたデータが非常に有益で
あつた。
2.インフオーマントは高学歴のフランス人7人。とくに Jean‐Paul HoNO‐
面 氏 (U五vo Mame_la‐ミミ e)とAlain■ЮTE氏(Crtts)には長時
間の面接調査に応していただいた.
3。 発話例の出典を示す略号は次のとおりである :
西村 :西村牧夫他(1988b:『DSFフランス語法辞典』,自水社,
Busse:BUSSE,W.et aL(197つ:fLログb故力
“
       ,Kbtt‐
cOm.
出典を示していない発話例は,インフォー マントの協力を得てわれわれが
作つたものである.
4.Lヽ"は,人を表わす主語を示す.
5.ヴアリエーシヨンとして,事行対象から出発する「～が 1表わされる」と
いう概念構造の事態が考えられ,これには <N十釧 劉曖pヵS対応す
る:Ces dgnesse ttμmm口ιSur les bandes―amonoes de programmes
qui濠、nt faire rottetごune attentlon p山」塾re.このときの seは
直接目的語であるから,本稿で論じる <se十動詞>には該当しない.
6.ヴアリエーシヨンとして,事行対象から出発する「～が 1思い描かれる」
という概念構造の事態が考えられ,これには <N+se+h鴫薄ep力S対応
する:Una(menta―i s upide s'加留盟θこ団艶腱ment.このときの
seは直接目的語と見なせるから,本稿で論じる <se+動詞>には該当し
「思い描く」を表わすフランス語の<se+動詞>       67
ない.
7.26)をインフォー マントのうち1人は容認しなかつた.否定や疑間文・
命令文の場合などには CNh■血鶴田ettque SUB>の統語形式も観察さ
れる。
8.事行対象が事行主体と同じときは CNh+se+imagin∝響い の発話を構
成する:Ene金霧勧響ヵ
“
mcapable de∝la。(BuS∞)このときの se
は直接目的語であるから,本稿で論じる 短 +動詞>には該当しない.
9. ∞mdtre,entendreにも s'y∞manhtt en。)¨やsbnねndre(avec.“)
のような用法があるが,そのときの seは直接目的語と見なせるから,
本稿で論じる く¨ +動詞>には該当しない。
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